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青
空
の
下
、
初
泳
ぎ

明
倫
小
プ
ー
ル
開
き

真
夏
の
よ
う
な
青
空
が
広
が
っ
た
六

月
九
日
、
明
倫
小
学
棟
で
プ
ー
ル
開
き

が
行
わ
れ
、
待
ち
構
え
た
児
童
た
ち
が

初
泳
ぎ
に
観
声
を
あ
げ
ま
し
た
。

太
陽
は
も
う
真
夏
の
日
差
し
。
こ
の

日
の
水
温
は
二
〇
・
五
度
。
ま
だ
少
し

冷
た
い
の
か
「
わ
あ
～
つ
め
た
い
」
と

い
っ
た
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
そ
れ
で

も
一
年
ぶ
り
に
水
の
感
触
を
満
喫
出
来

る
と
あ
っ
て
大
は
し
ゃ
ぎ
。
プ
ー
ル
サ

イ
ド
で
順
番
を
待
っ
て
い
る
児
童
た
ち

は
「
早
く
プ
ー
ル
に
入
り
た
い
」
　
「
ま

だ
か
な
」
と
そ
わ
そ
わ
。

児
童
た
ち
は
、
こ
れ
か
ら
九
月
ま
で

元
気
い
っ
ぱ
い
水
泳
訓
練
に
励
み
ま
す
。

▲
元
気
に
水
し
ぶ
き
を
あ
げ
る
児
童
た
ち

Soumu
四角形
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5月臨時町議会における井
上町長の行政報告から

報町府江

同
和

・
「
同
和
対
策
事
業
特
別
措
置
法
」
の
強

化
改
正
、
基
本
法
制
定
要
求
実
現
の
た
め
、

中
央
総
決
起
集
会
及
び
鳥
取
県
東
京
集

会
が
五
目
十
三
日
か
ら
十
五
日
ま
で
の

三
日
間
東
京
都
で
開
か
れ
、
本
町
か
ら

は
、
町
長
、
教
育
長
、
同
和
室
長
、
議

会
議
長
、
地
元
代
表
が
参
加
し
ま
し
た
。

財
政

・
昭
和
五
十
六
年
度
軽
自
動
車
税
と
固

定
資
産
税
を
網
走
し
、
そ
れ
ぞ
れ
賦
課

を
行
い
ま
し
た
。
（
五
月
現
在
）

軽
自
動
車
税
　
四
、
一
六
二
千
円

（
昨
年
対
比
二
五
％
増
）

固
定
資
産
税
一
〇
七
、
五
三
九
千
円

（
昨
年
対
比
二
〇
、
二
％
増
）

保
健

●
四
月
十
六
日
か
ら
八
日
間
胃
が
ん
検

診
を
実
施
、
受
診
者
三
五
四
人
、
内
要

精
密
検
診
者
は
、
五
四
人
（
一
五
％
）

昭和55年度

こ
ん
な
施
設
が
完
成

電
源
立
地
交
付
金
事
業

昭
和
四
十
九
年
度
に
電
源
三
法
交
付
金
制
度
が
設
け

ら
れ
、
発
電
所
が
建
設
さ
れ
る
市
町
村
と
そ
の
周
辺
に

対
し
て
、
公
共
施
設
を
整
備
す
る
た
め
の
交
付
金
が
交

付
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
発
電
所

の
建
設
に
よ
っ
て
安
定
し
た
電
気
の
供
給
を
受
け
る
利

益
の
一
部
を
地
元
地
域
に
還
元
し
、
地
域
の
生
活
向
上

に
役
立
て
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
本
町
も
、
昭
和
五
十

五
年
三
月
俣
野
川
発
電
所
の
建
設
認
可
に
よ
っ
て
こ
の

制
度
の
適
用
を
受
け
、
総
額
十
一
億
五
千
二
百
万
円
の

交
付
金
事
業
枠
を
取
得
し
、
昭
和
五
十
五
年
度
か
ら
地

域
環
境
の
整
備
を
は
か
る
た
め
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、
昭
和
五
十
五
年
度
の
事
業
と
し
て
、
他
の
国
の

制
度
事
業
も
一
部
併
用
し
次
の
施
設
を
完
成
し
ま
し
た
。

▲遊具施設も設けられ、思いっきり並べる新道地区児量遊邑地

昭和55年度電源立地交付金事業（単位千円）

ト
地
域
の
文
化
施
設
と
し
て
期
待
さ
れ
る
日
の
詰

多
目
的
研
修
集
会
所

事　 業　 名 事 業 量 事 業 費 内電源交付金

池の内水路改修工事 L ：16 8．15m 9，149 9，149

新道地区児童遊園地

造成工事 807mで 10，332 10，332

武庫地区有線放送施設 33 戸 2，77 9 2，779

町民総合運動場造成

工事

22，823 m－

うちグラウンド
12，700 n†

72，00 0 57，00 0

尾上原多目的研修集 会 鉄骨 2 階

37，636 22，73 5施設 24 8．311ポ

日の詰多目的研修集会 鉄骨 2 階

25，087 14，086施設 183 ．37m T

深山口多目的研修集会 木造 2 階

14，99 2 8，189施設 10 2．45 nf

町
長
日
誌

＊
4

1
日
0
0

2
日
対

3
日
也

4
日
也

6
日
日
＝

川
り
㌣

1
1
日
出

1
2
日
㈲

1
3
日
㈲

1
4
日
㈹

1
5
日
0
0

月

郡
共
済
組
合
開
所
式
、
町

農
協
総
代
会

庁
内
会
、
深
山
口
集
会
所

し
ゅ
ん
工
式

町
身
障
者
福
祉
協
議
会
総

会
、
町
職
員
採
用
試
験

各
小
学
校
入
学
式

全
国
自
然
休
養
村
総
会

（東京）

西
部
町
村
長
全

町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
総

会在
勤
農
政
局
用
地
課
長
・
洲
河

崎
役
員
∵
中
電
副
社
長
来

庁新
年
度
区
長
会
、
町
体
育

協
会
総
会
、
俣
野
小
学
校

長
歓
送
迎
会

武
庫
老
人
ク
ラ
ブ
組
合
、

土
木
事
業
入
札

岸
本
町
体
育
館
し
ゅ
ん
工

式
、
県
植
樹
祭
（
日
野
町
）
、

柿
原
行
政
座
談
会

川
筋
老
人
ク
ラ
ブ
総
会
、

俳
句
教
室

自
衛
消
防
隊
員
講
習
会
、

江
尾
テ
レ
ビ
組
合
総
会
、

Soumu
四角形
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で
し
た
。

町
民
の
保
健
衛
生
対
策
は
、
最
も
重

要
な
行
政
の
一
つ
と
し
て
意
を
注
い
で

お
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
後
一
層
積
極

的
な
健
康
対
策
を
進
め
、
住
民
健
康
管

理
に
万
全
を
期
す
所
存
で
あ
り
ま
す
。

町
民

・
計
画
中
の
町
慰
霊
塔
合
祀
者
銘
碑
が

完
成
、
黒
御
影
石
に
三
〇
三
霊
名
を
刻

み
、
慰
霊
塔
に
奉
斉
し
ま
し
た
。

・
福
祉
団
体
の
総
会
が
次
の
と
お
り
開

か
れ
、
お
互
い
同
志
の
契
り
を
固
め
よ

う
と
明
る
く
前
向
き
の
話
し
合
い
が
な

さ
れ
ま
し
た
。

四
月
三
日
・
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

四
月
十
二
日
　
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

四
月
二
十
六
日
　
母
子
会

五
月
七
日
　
遺
族
会

農
林

・
五
月
十
三
日
、
会
計
検
査
院
第
四
局

農
林
水
産
検
査
第
一
課
の
会
計
実
地
検

査
が
行
わ
れ
、
検
査
対
象
と
さ
れ
た
昭

和
五
十
三
年
度
、
五
十
四
年
度
農
業
関

係
事
業
、
自
然
休
養
村
盤
備
事
業
の
う

ち
、
次
の
事
業
に
つ
い
て
受
検
し
ま
し

た
。地
区
再
編
農
業
構
造
改
善
事
業
（
袋

原
多
目
的
研
修
集
合
施
設
、
下
袋
原
水

路
改
良
）
、
緑
の
村
整
備
事
業
（
探
勝

路
）
、
野
菜
集
団
産
地
育
成
事
業
（
農

業
機
械
導
入
）
、
地
域
農
政
特
別
対
策

事
業
（
大
万
水
路
改
良
）
　
山
村
振
興

対
策
事
業
（
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
）

町議選立候補者20名

町長選挙は無投票

任
期
満
了
に
伴
う
江
府
町
議
会
議
員

一
般
選
挙
と
、
江
府
町
長
選
挙
は
、
六

月
十
四
日
告
示
さ
れ
、
十
五
日
に
立
候

補
の
届
出
を
締
切
り
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
町
長
選
挙
で
は
井
上
健

治
・
現
町
長
の
ほ
か
立
候
補
の
届
出
が

を
く
、
投
票
は
行
わ
れ
な
い
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

一
方
、
議
会
議
員
選
挙
で
は
、
十
六

名
の
定
員
に
対
し
次
の
二
十
名
が
立
候

補
、
二
十
一
日
の
投
票
日
へ
む
か
っ
て

選
挙
運
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

（
町
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
か
ら
）

へ
届
出
順
）

入
場
券
は
と
ど
き
ま
し
た
か

こ
の
選
挙
の
入
場
券
を
各
部
落
の
区

長
、
班
長
さ
ん
を
通
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
の

ご
家
庭
に
配
布
し
ま
し
た
が
、
も
し
も

未
着
の
人
が
あ
れ
ば
、
町
選
挙
管
理
委

員
会
（
電
話
　
二
二
二
）
に
ご
連
絡

下
さ
い
。

投
票
所
と
投
票
時
間
は
、
あ
な
た
の

入
場
券
に
書
い
て
あ
る
場
所
と
時
間
で

す
。

下 藤 加 加

藤

憲

川 中 遠 白 坂 什

茂

導

川 河 岡 住 浦 中 滑 中 藤 浜
候

村 原 藤

寛

上

実

村 藤 石

秀

之

口 上

正

上 田 田 部 田

博

水 尾 原 本

博

補

矛 寡 眞

佐
量 理 貞 京 孝 秀 要 些 米

者

氏

名
雄 久 雄 之 郎 也 治 人 範 廊 治

佐 俣 佐 俣 小

i工

下

安

江 江 俣 俣 美 宮 貝 佐 単刊御 士
⊂コ俣
武 江 住

川 野 川 野
～
尾 井 尾 尾 野 野 用 市 田 川

河

崎 机 原 野 庫 尾 所

大 大 大 大 大 昭 昭 大 昭 大 大 昭 大 大 大 昭 大 大 大 大
生

年

月

3 15 2 15 15 3 8 14 11 3 10 16 14 12 13 3 14 14 2 8

7 3 12 10 4 9 12 1 8 8 4 4 11 8 2 10 6 3 7 11

7 31 6 28 19 24 10 29 16 9 1 15 1 29 1 13 24 7 14 11
日

自

民
無 無 無 無 無

社
A
六
無 無 無 無 無 無 無 無 無 無 無

自

民
無 党
派

農 農 A
コ三
社

農 A
六
社

農 商 A
コ三
社

農 農 農 農 農 会

社

自

営

農 農 農 農 会

社
職

業 業
役
員 業
社

長 業 業

社

長 業 業 業 業 業
社

長

業

主 業 業 業 業

社

長 業

2
0
日
㈲

2
1
日
㈹

2
2
日
0
0

2
3
日
0
0

2
4
日
也

2
5
日
出

2
6
日
㈲

2
7
日
㈲

28
日
㈹

3
0
日
㈱

7
日
㈱

8
日
也

9
日
也

u
日
脚

結
婚
式

臨
時
町
議
会

中
電
防
犯
協
力
会
、
国
民

年
金
委
員
会

甘
酒
運
営
委
員
研
修

商
工
会
青
年
部
会

岸
本
町
二
十
五
周
年
記
念

式
典
、
職
員
互
助
会

江
尾
区
総
会
、
母
子
会
総

会
（
米
子
）

米
沢
財
産
区
会
、
俣
野
発

電
所
建
設
現
場
視
察

下
安
井
役
員
来
庁
、
商
工

会
婦
人
部
会
、
行
政
連
絡

員
会
議

明
徳
学
園
入
園
式
、
町
道

佐
川
線
完
成
式

月

庁
内
会
、
婦
人
団
体
連
絡

協
議
会
総
会
、
御
机
行
政

座
談
会

清
掃
組
合
運
営
委
員
会

結
婚
式

保
健
委
員
会
、
保
健
対
策

委
員
会
、
県
同
和
対
策
協

議
会
西
部
町
村
長
会
評
議
員
会

（
米
子
）

江
尾
区
役
員
会
、
同
和
事

業
調
査

在
勤
江
尾
水
道
総
会
、
選
挙
管

（
次
ペ
ー
ジ
へ
）
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義盛輩樹甑撚語

地
区
道
路
が
完
成

木
嶋
義
輝
さ
ん
（
俣
野
）
か
ら
あ
た

た
か
い
便
り
が
届
き
ま
し
た
の
で
、
紹

介
し
ま
す
。
ほ
ん
と
う
に
、
中
尾
さ
ん

い
つ
ま
で
も
元
気
で
奉
仕
活
動
に
参
加

し
て
下
さ
い
。

あ
り
が
と
う
お
婆
さ
ん

俣
野
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
で
は
、
十

数
年
前
か
ら
年
に
四
回
、
池
の
内
と
奥

部
（
尾
上
原
、
日
の
詰
、
深
山
口
）
　
と

交
互
に
熊
野
神
社
の
清
掃
奉
仕
を
行
っ

て
い
ま
す
。

と
く
に
、
日
の
語
の
中
尾
ち
ょ
う
さ

ん
（
九
十
一
歳
）
は
、
清
掃
奉
仕
に
一

回
も
欠
席
さ
れ
た
事
が
あ
り
ま
せ
ん
。

信
仰
心
も
厚
く
、
定
刻
ま
で
に
は
、
三

㌔
近
い
道
の
り
を
元
気
よ
く
歩
い
て
参

加
さ
れ
ま
す
。
「
杖
は
面
倒
な
」
　
と
杖

を
つ
い
て
参
加
さ
れ
た
姿
は
、
全
く
見

か
け
た
事
が
あ
り
ま
せ
ん
。

二
年
納
ま
で
は
、
四
㌔
離
れ
た
三
平

山
に
朝
早
く
か
ら
山
菜
取
り
に
出
か
け

背
負
っ
て
帰
え
ら
れ
た
こ
と
も
あ
る
そ

う
で
す
。

四
月
十
三
日
　
五
十
六
年
度
の
春
の

神
社
清
掃
を
奥
部
の
当
番
で
行
い
ま
し

た
。
近
年
に
を
い
豪
雪
と
た
び
た
び
の

台
風
の
た
め
社
務
所
前
の
広
場
や
石
段

等
に
は
、
落
葉
や
枯
枝
等
が
も
ぐ
も
ぐ

す
る
程
積
っ
て
い
ま
し
た
。
今
回
も
お

婆
さ
ん
は
、
参
加
し
か
い
が
い
し
く
元

気
を
出
し
て
作
業
を
続
け
ら
れ
ま
し
た
。

そ
う
い
う
お
婆
さ
ん
の
姿
を
見
て
出
席

し
た
他
の
老
人
も
休
ん
で
お
ら
れ
ま
せ

ん
。
元
気
を
出
し
て
、
予
定
時
間
よ
り

も
早
く
終
了
し
ま
し
た
。

お
婆
さ
ん
は
、
後
を
振
り
向
い
て
、

「
今
年
も
お
宮
が
き
れ
い
に
な
っ
て
い

い
を
あ
～
」
と
表
情
は
明
る
い
。
こ
の

お
婆
さ
ん
の
後
姿
を
見
て
思
わ
ず
、

「
お
婆
さ
ん
あ
り
が
と
う
」
と
手
を
合

せ
た
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

お
婆
さ
ん
い
つ
ま
で
も
健
康
に
気
を

つ
け
て
、
こ
の
奉
仕
を
続
け
て
下
さ
る

よ
う
祈
り
ま
す
。

本
五
地
区

五
日
三
十
日
、
本
町
五
丁
目
地
内
地

区
道
路
二
四
〇
㍍
）
　
及
び
地
区
広
場

（
四
九
七
平
方
〓
）
　
が
完
成
し
、

し
ゆ

ん
工
式
が
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
道
路
は
、
本
町
五
丁
目
地
内
の

町
道
宮
ノ
段
線
の
延
長
で
、
今
ま
で
片

方
出
人
口
で
一
朝
有
事
の
際
抜
け
道
が

な
く
心
配
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
完
成
で
、
非
難
場
所
と
し
て
の

地
区
広
場
を
経
て
地
区
集
会
所
に
通
じ

る
こ
と
に
な
り
、
防
火
水
そ
う
の
新
設

と
合
せ
て
地
元
町
民
は
大
変
喜
ん
で
い

ふ
る
さ
と
の
祭
り

一
旦
の
弘
法
さ
ん

五
月
二
十
四
日
、
一
旦
の
弘
法
さ
ん

」
▼

二
十
一
日
は
　
「
お
大

師
さ
ん
の
縁
日
」
と

し
て
村
中
を
休
日
に

し
、
信
者
か
ら
の
お

供
え
に
村
か
ら
モ
チ
、

菓
子
を
ど
を
添
え
て
、

終
日
通
行
人
に
接
待

し
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
の
ぼ
り
を
作
っ

〉
ぎ
匡
　
て
、
村
中
各
戸
が
交

の
縁
日
が
行
わ
れ
、
あ
い
に
く
の
雨
模

様
の
中
を
、
一
旦
地
区
の
老
人
ク
ラ
ブ

会
員
で
朝
早
く
か
ら
弘
法
さ
ん
の
掃
除

や
お
供
え
を
し
た
り
し
て
、
縁
日
を
祝

い
ま
し
た
。

そ
の
昔
、
歩
危
と
呼
ば
れ
た
交
通
の

難
所
に
ま
つ
ら
れ
て
い
る
一
旦
の
弘
法

さ
ん
信
仰
は
古
く
か
ら
行
わ
れ
、
目
の

代
で
日
参
し
、
村
の
貯
金
日
に
す
る
な

ど
、
生
活
に
根
ざ
し
た
信
仰
が
つ
づ
い

た
も
の
で
す
。

時
代
と
共
に
ふ
る
さ
と
の
ま
つ
り
は
、

形
こ
そ
変
わ
れ
、
弘
法
さ
ん
は
、
今
日

も
目
の
前
を
通
る
多
く
の
車
に
無
事
故

の
守
り
を
与
え
て
い
ま
す
。

（
写
真
は
、
一
塁
の
弘
法
さ
ん
の
掃
除

を
す
る
老
人
ク
一
7
7
会
員
）

理
委
員
会

1
2
日
㈹
同
対
法
強
化
中
央
総
決
起

～
集
会
及
び
鳥
取
県
東
京
集

1
5
日
幽
会
（
束
京
）

1
6
日
山
新
道
役
員
来
庁
、
国
体
山

岳
部
会
場
正
規
視
察

1
8
日
㈲
町
学
校
教
育
振
興
会
総
会

1
9
日
㈹
三
町
衛
生
施
設
組
合
議
会

2
0
日
0
0
商
工
会
観
光
部
会
総
会

2
1
日
㈱
農
業
振
興
局
長
来
庁

22
日
㈲
在
勤

23
日
也
江
尾
財
産
区
会

2
4
日
㈲
町
商
工
会
総
会

2
5
日
㈲
臨
時
町
議
会

2
6
日
㈹
郡
身
障
者
福
祉
大
会
、
郡

同
和
教
育
学
習
会

2
7
日
0
0
森
林
組
合
総
代
会

2
8
日
0
0
青
年
団
役
員
会
、
武
庫
発

電
対
策
委
員
来
庁
、
食
生

活
改
善
開
講
式

2
9
息
閻
溝
口
警
察
地
区
防
犯
協
議

会
総
会
、
日
の
詰
役
員
来

庁
、
農
林
事
業
入
札

3
0
日
也
本
五
地
区
道
路
完
成
式

－
町
職
員
人
事
I

新
採
用

五
月
一
日
付

子
供
の
国
保
育
園

園
長
補
佐

藤
原
　
敏
江

’
▲
■

Soumu
四角形

Soumu
四角形



国
民
年
金
を
増
額

拠
出
年
金
は
七
月
か
ら

江　　府　　町　　報

拠出年金（昭和56年7月から改正）
年　 金　 種　 別 現　 行 改　 正 備　　　 考

老 齢 年 金

25 年 定 額 納 付 5 04 ，000 円 54 3 ，3 0 0 円

10　 年　 年　 金 3 18 ，6（旧 34 3 ，5 ∝） l
L

5　 年　 年　 金 2 7 1，2（氾 29 2 ，4 （沿

障 害 年 金
1　　　　　　 枚 6 27 ，0 （氾 6 75 ，9 （氾

2　　　　　　　 級 5 0 1，6 （旧 54 0 ，7（氾

母 子 ・準 母 子 ・遺 児 年 金 5 0 1，6 00 54 0 ，700

母 子 ・準 母 子 加

算 18 0 ．（泊0 円 は

す え置

福祉年金（昭和56年8月から改正）
【宣分 年　 金　 種　 別 現　 行 改　 正 備　　　 考

年

金

額

老　 齢　 福　 祉　 年　 金

円 円 扶 警 乗 請 書 等 の

収 入 （6 人 世 帯 ）

2 70 ，0（氾 28 8 ，0 0 0
が00 0 万 円 以 上

8 76 万 円 未 満 の
と きは 、 12 ，0 （旧

円 が 支 給 停 止

障 害 福 祉 年 金
1　　 線 40 5 ，6∝ l 4 3 2 ，0 0 0

2　　 級 2 70 ，0（氾 28 8 ，0 0 0

母 子 ・準 母 子 福 祉 年 金 3 5 1，60 0 37 4 ，4 （沿

●

得

制

限

本 人 所 得

制 限

（2 人 世 帯 ）

老 齢 福 祉 年 金
2 ，16 4 ，0（氾

2 ，2 6 6 ，0 （氾

巨 え 置

】

障 害 福 祉 年 金 3 ，（刀0 ，0 α）

：母子 準母子欄祉年金 3 ，6 10 ，000

扶 楽 義 務 者 所 得 制 限 8 ，76 0 ．00 0

→鮫 の 公的 年金 と の併 給 限 度 額 45 0 ，0 0 0 4 80 ．0（氾

Iの動き

（
四
月
届
）

田
お
誕
生
お
め
で
と
う

武
　
庫
　
金
田

池
ノ
内
　
加
藤

久本本

連五　五

村
上
景
山

直
子
礼
子
寛
奈
慎
一

梅
地
を
つ
絵

実学実景守
二長長　長　長
女男　女女女

田
ご
結
婚
を
祝
し
ま
す

高
山

亀下
田　垣

雲…宝

池
本
眞
由
美

宮
倉
　
宏
明

手
島
　
春
美

小
瀧
　
息
之

）　　　　　　））

田
枝
志
津
江

山
花
　
裕
道

宇
田
川
昌
子

入
江

ヒ
⊥
u
J

l

・

弄

り

高
鳥
妹
尾
宮
崎
新岡
本
森上
村

雅
之
順
子
豊
久
清
美
利
夫

恵
利
子
敏
美
綾
子
健
二

森
　
あ
つ
子

）））））））
福
岡
県
三
瀦
郡

美
用
か
ら

大
河
原

米
子
市
道
笑
町
か
ら

西
伯
郡
西
伯
町

小
江
尾
か
ら

武
庫
日
野
町
根
雨
か
ら

米
子
市
彦
名
町

小
江
尾
か
ら

溝
口
町
金
屋
谷

助
澤
か
ら

福
井
県
小
浜
市

吉
原
か
ら

岡
山
県
新
見
市

御
机
か
ら

久
連
広
島
県
呉
市
か
ら

島
根
県
八
束
郡
か
ら

武
庫

田
ご
結
婚
を
祝
し
ま
す

釜
垂
　
次

関
内
由
紀

上樋上川
前　口　田　上

豊
陽
子
和
夫
陽
子

関
内
　
崇
利

入
江
　
京
子

下
村
　
雅
史

野
々
内
雅
子

福
羅
　
修
二

福
田
恵
美
子

山
本
　
孝
弘

宇
田
川
律
子

安
達
　
順
一

清
水
　
春
美

福
永
　
修
治

中
尾
　
京
子

国
民
年
金
法
が
改
正
さ
れ
、
拠
出
年

金
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
六
年
七
月

か
ら
、
福
祉
年
金
は
、
昭
和
五
十
六
年

八
月
か
ら
年
金
額
が
引
き
上
げ
ら
れ
る

こ
と
に
を
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
昭
和
五
十
六
年
度
全
国
消

費
者
物
価
指
数
の
上
昇
率
が
六
・
ハ
％

で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
ス
ラ
イ
ド
改

定
さ
れ
た
も
の
で
す
。

改
正
さ
れ
た
年
金
額
は
右
表
の
と
お

り
で
す
。

仲
元
　
功
允

河
上
　
和
恵

京
都
市
山
科
区

杉
谷
か
ら

田
ご
め
い
福
を
祈
り
ま
す

御
机
新
椿
郎
8
2
歳
定
宅

尾
上
原
富
田
祐
雄
7

3
歳
公
一
宅

三
浦
　
書
明

川
上
　
京
子

西
井
　
敏
徳

三
好
　
和
恵

岡
山
県
上
房
郡

江
尾
か
ら

江
尾
岡
山
県
上
房
郡
か
ら

佐
賀
県
多
久
市

助
澤
か
ら

久
連
溝
口
町
金
屋
谷
か
ら

佐
川
米
子
市
車
尾
か
ら

東
伯
郡
東
郷
町

江
尾
か
ら

山
口
県
岩
国
市

武
庫
か
ら

島
根
県
八
束
郡

吉
原
か
ら

東
伯
郡
関
金
町

俣
野
か
ら

大
阪
府
南
河
内
郡

美
用
か
ら

三
重
県
志
摩
郡

洲
河
崎
か
ら

年金コンクールで

年金広報特別賞

5月8日、鳥取県国民

年金協議会総会がひらか

れ、席上、江府町は国民

年金広報コンクールで年

金広報特別賞を受けまし

た。

これは、江府町が毎月

掲載している国民年金の

記事の内容と、これを反

映する事務実績について

審査機関で評価されるも

のです。

（
五
月
届
）

田
お
誕
生
お
め
で
と
う

田
ご
め
い
福
を
祈
り
ま
す

美
用
　
河
合
　
　
琴

日
ノ
詰
遠
藤
し
つ
江

大
方
　
山
口
柴
次
郎

荒美本新

田　用　一一

藤下川　足
谷壇上立
慶　　奈
子売薬洋
美

開研卓
三一也昇

長二長　長
女男　女男

本宮新本
一市二二

山
本
恵
衛
門

吉
田
　
幸
佳

末
次
　
清
治

木
村
　
金
市

46794090777388

歳歳歳歳歳歳歳

岩貰正喜墓吉保
毒宅宅宅宅宅宅

Soumu
四角形



昭和56年6月16日発行≡（6）

郷土の近世生活史料
ふ
る
さ
と
歳
時
記
⑳

江　　府　　町　　報

士
族
授
産
寄
投
金
御
見
切
願

こ
の
文
書
は
明
治
二
十
一
年
六
月
に
作

ら
れ
た
も
の
で
、
年
代
は
少
し
新
し
い
が

余
り
知
ら
れ
て
い
な
い
事
例
な
の
で
特
に

紹
介
し
て
お
き
た
い
。

内
容
は
洲
河
崎
村
の
佐
々
木
常
吉
以
下

三
十
四
名
が
連
署
を
も
っ
て
、
山
田
信
道
・

鳥
取
県
知
事
に
提
出
し
た
も
の
で
「
本
県

士
族
授
産
金
ノ
為
メ
、
寄
投
金
二
致
旨
」

で
、
明
治
十
七
年
に
上
申
し
、
翌
十
八
年

一
期
分
と
し
て
全
額
の
二
割
を
納
め
た
が
、

私
ど
も
の
生
計
も
思
わ
し
く
を
く
、
又
、

金
融
も
つ
き
か
ね
る
の
で
、
既
納
の
金
は

「
寄
付
金
二
変
更
シ
」
残
金
に
つ
い
て
は

「
悉
皆
御
見
切
被
下
」
よ
う
、
戸
長
の
奥

印
を
つ
け
て
お
願
い
す
る
。
と
い
う
の
で

あ
る
。

鳥
耶
藩
で
は
、
武
士
が
受
取
る
家
禄

（
給
料
）
を
抵
当
に
し
て
金
融
が
行
わ
れ

て
い
た
が
、
維
新
に
よ
っ
て
一
切
の
家
禄

を
失
っ
た
人
た
ち
の
生
活
は
、
極
度
に
困

窮
し
▼
産
業
資
本
と
し
て
頂
戴
の
宮
林
を

売
却
（
明
治
7
年
貝
田
村
窪
林
を
同
村

へ
）
▼
鳥
取
の
米
屋
へ
備
わ
れ
、
米
を

盗
む
（
1
1
年
）
▼
同
志
五
十
名
を
募
り

福
島
県
安
積
野
へ
入
植
（
13
年
）
▼
集

団
強
盗
と
な
り
、
根
雨
の
近
藤
、
東
伯
小

鹿
谷
の
市
橋
に
押
入
る
（
1
3
年
）
　
▼
授

産
法
に
つ
い
て
県
に
出
願
、
容
れ
ら
れ
ず

暴
動
の
き
ざ
し
（
1
4
年
）
　
▼
鳥
取
に
は

乞
食
を
行
う
士
族
が
多
く
、
放
っ
て
お
け

を
い
の
で
鳥
取
教
育
院
を
建
て
て
収
容

（
1
7
年
）
を
ど
、
さ
ま
ざ
ま
在
社
全
問
題

が
起
き
て
い
る
。

当
時
旧
鳥
取
痛
士
族
は
五
千
四
百
六
十

一
戸
（
1
5
年
）
と
い
わ
れ
、
こ
の
う
ち
貧

困
士
族
は
三
分
の
一
を
占
め
て
い
る
。
明

治
十
四
年
に
着
任
し
た
県
令
山
田
信
道
は
、

士
族
二
千
人
を
北
海
道
へ
移
住
さ
せ
る
計

画
を
た
て
、
十
七
～
二
十
一
年
ま
で
に
四

百
三
十
三
戸
を
釧
路
・
根
室
・
岩
見
沢
・

江
別
の
各
地
に
移
住
さ
せ
て
お
り
、
さ
ま

ざ
ま
な
移
住
哀
話
が
残
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
を
社
会
背
景
、
加
え
て
上
掲

文
書
で
「
上
申
」
し
た
と
い
う
明
治
十
七

年
は
、
松
方
内
閣
の
デ
フ
レ
政
策
が
頂
点

に
達
し
た
年
で
あ
り
、
士
族
ば
か
り
で
な

く
、
中
、
小
農
の
貧
窮
も
極
に
達
し
て
い

る
。現
在
こ
の
文
書
に
い
う
・
「
寄
授
金
」
と

「
寄
付
金
」
の
区
分
が
ど
の
よ
う
な
も
の

な
の
か
、
資
料
を
入
手
し
て
い
な
い
が
、

政
府
資
金
の
緊
縮
に
伴
い
士
族
の
授
産
基

金
を
公
募
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
る
。
こ
れ
と
は
逆
に
三
十
年
代
に
至
っ

て
「
鳥
取
県
士
族
授
産
資
金
費
消
（
使
い

こ
み
）
事
件
も
起
き
て
・
お
り
、
世
の
非
難

を
浴
び
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
思
わ
せ
る
。

（
資
料
提
供
　
洲
河
崎
　
佐
々
木
正
氏
）

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

（
四
月
中
寄
託
分
）

香
典
返
し
と
し
て

新
二
　
手
島
重
敬
殿

（
父
浅
重
様
ご
逝
去
）

御
机
　
所
　
　
定
殿

（
養
父
梧
郎
様
ご
逝
去
）

内
祝
い
と
し
て

新
二
　
生
田
洋
二
郎
殿
（
本
人
様
退
院
）

貝
田
　
森
田
　
正
三
殿
（
本
人
梯
退
院
）

貝
田
　
森
田
　
繁
夫
殿
（
本
人
様
退
院
）

御
机
　
仲
田

御
机
　
長
岡

本
五
　
原

大
河
原
清
水

小
原
　
川
上

素
男
殿
（
本
人
様
退
院
）

房
江
殿
（
本
人
様
退
院
）

桃
代
殿
（
本
人
様
退
院
）

千
尋
殿
（
本
人
様
退
院
）

副
子
殿
（
本
人
様
退
院
）

東
尾
　
末
次
よ
し
子
殿
（
本
人
様
退
院
）

．
…
．
善
意
銀
行
受
払
報
告
…
…
…

L
三
月
末
累
計
額

三
百
十
万
五
千
九
百
九
十
円

2
．
四
月
中
寄
付
額
　
十
五
万
円

内

　

　

訳

快
気
祝
　
　
十
二
万
円

香
典
返
し
　
三
万
円

3
．
支
出
額

社
冬
豊
福
祉
基
金
積
立
二
百
五
十
万
円

定
期
預
金
　
　
　
　
　
五
十
万
円

需
用
費
　
　
　
　
一
万
七
千
四
百
円

負
担
金
他
　
十
五
万
千
六
百
三
十
円

も
四
日
禾
累
計
額

八
万
六
千
九
百
六
十
円

特
別
寄
付

柿
原
　
加
藤
満
善
幸
殿

竹
ぼ
う
き
3
0
本

（
五
月
中
寄
託
分
）

香
典
返
し
と
し
て

尾
上
原
　
富
田
　
公
一
殿

（
父
祐
雄
様
ご
逝
去
）

美
　
用
　
河
合
　
　
保
殿

（
母
琴
様
ご
逝
去
）

日
の
話
　
遠
藤
　
公
司
殿

（
母
し
つ
江
様
ご
逝
去
）

大
　
方
　
山
口
　
昌
義
殿

（
養
父
祭
次
郎
様
ご
逝
去
）

本
　
二
　
山
本
　
菖
博
殿

（
祖
父
悪
衛
門
様
ご
逝
去
）

内
祝
と
し
て

貝
田
　
藤
原
　
富
秋
殿
（
本
人
様
退
院
）

貝
田
　
遠
藤
　
　
才
殿
（
本
人
様
退
院
）

小
江
尾
篠
田
き
よ
子
殿
（
本
人
様
退
院
）

▼
…
＝
善
意
銀
行
受
払
報
告
…
・
…
1
・

L
四
月
禾
累
計
額

八
万
六
千
九
百
六
十
円

2
．
五
月
中
寄
付
額
二
十
九
万
五
千
円

内
　
　
訳

快
気
祝
　
　
八
万
五
千
円

香
典
返
し
　
十
一
万
円

そ
の
他
　
　
十
万
円

3
．
支
出
額

寄
付
金
　
五
千
円

明
伶
小
学
校
払
出
し
　
十
万
円

4
．
五
月
末
累
計
額

二
十
七
万
六
千
九
百
六
十
円

本
三
　
小
谷
　
元
伸
殿
（
父
忠
治
様
退
院
）

佐
川
　
三
浦
あ
さ
よ
殿
（
本
人
様
退
院
）

佐
川
　
住
田
　
弘
視
殿
（
本
人
様
退
院
）

大
河
原
安
田
　
幸
司
殿
（
本
人
様
退
院
）

久
連
　
谷
口
　
光
代
殿
（
本
人
様
退
院
）

新
一
川
端
　
睦
子
殿
（
本
人
様
退
院
）

特
別
寄
付

大
方
　
山
口
昌
義
殿

車
い
す

本
四
　
佐
伯
晴
代
殿

明
倫
小
学
校
図
書
費
と
し
て

以
上
、
社
会
福
祉
事
業
に
ご
寄
付
い

た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
　
　
江
府
町
社
会
福
祉
協
議
会

Soumu
四角形


